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町民ふれあいスポーツフェスティバル

みんなが輝き、溢れる笑顔
　7月14日（日）、「第52回鶴田町町民ふれあいスポーツフェスティバル」が開催されました。

　イベントには16チーム、約500人が参加しました。、チームの順位は競わずに幼児からお年寄りまで幅広

く楽しめる競技が数多く行われ、会場は笑顔で溢れていました。
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　外国語指導助手のジャクリン・ホワイトさんが 8月で任期を終えました。ジャクリンさんから町民　外国語指導助手のジャクリン・ホワイトさんが 8月で任期を終えました。ジャクリンさんから町民

の皆さまへお別れのメッセージが届きましたのでご紹介します。の皆さまへお別れのメッセージが届きましたのでご紹介します。

See you againSee you again,, Friends! Friends!

ジャクリン ・ ホワイトジャクリン ・ ホワイト

Jaclyn WhiteJaclyn White
アメリカ　アリゾナ州

フラッグスタッフ市出身

姉妹都市留学体験談
　鶴田町の姉妹都市・米国オレゴン州フッドリバー市の

フッドリバーバレー高校に留学していた、町在住の笹森

優結さんが6月26日、相川町長に帰国報告を行いました。

　笹森さんはホームステイしながら高校に通い、2023年

8月から2024年6月16日まで滞在していました。

Ｑ　フッドリバーバレー高校について

　授業は個人が受けたい授業を選ぶ選択制で、一人一人の授業スケジ

ュールが全く違っていました。私が選択した授業で特に楽しかったの

は「アースサイエンス」です。教室での講義だけでなく、高校近くの

トレイルに行き小川に入ったり、自然の観察などフッドリバーの大自

然ならではの活動でした。

Ｑ　クラブ活動など授業以外について

　ジャズバンドのクラブに入ってサックスに挑戦しました。同じ楽器

仲間にたくさん助けてもらったことや、年度末のコンサートではソロ

パートを担当できたことも良い思い出です。また、小学校の放課後活

動のボランティアにも参加していました。

Ｑ　ホームステイを体験して

　初めは言語の壁があり、ルールなどで誤解が生まれたり、気持ちが

上手く伝えられず大変でした。しかし、お世話になったホストファミ

リーの皆さんが家族の一員として接してくれたので、毎日を楽しく過

ごせました。帰国の際は家族と別れるようでとても寂しかったです。

Ｑ　留学してみて自分の中での変化したことは？

　シャイな部分が減ったと思います。良い意味で周りを気にせずに何

事にも挑戦できるようになったと思います。

Tsuruta×Hood River

五所川原高校1年生

笹森　優結さん

Yuyu　Sasamori

何
事
に
も
挑
戦
す
る

自
信
が
つ
い
た

　鶴田町のみなさん、こんにちは。5年間鶴田小・中学

校の ALTをしていたジャクリン・ホワイトです。長い間

鶴田町の一員でいられたことをとてもうれしく思いま

す。

　この 5年間を通して、多くの人と会って、たくさんの

行事に参加して、鶴田での生活を満喫しました。約 500

人の中学生が卒業していくのを見送りました。毎日学校

で英語を教えたこと、英会話教室、つるた祭り、文化祭、

イングリッシュデイなど、素晴らしい思い出がたくさん

で永遠に忘れません。そして、鶴の舞橋と岩木山の綺麗

な景色が大好きです。

　5年間、一緒に勉強した生徒たち一人一人に感謝して

います。鶴田中学校、鶴田小学校、教育委員会、公民館

の皆さまにも大変お世話になりました。よく行った鶴田

のお店やレストランの皆さまもありがとうございまし

た。私を歓迎してくださった鶴田町の皆さま、本当にあ

りがとうございました。

　鶴田町での生活は終わりますが、日本での生活は終わ

りません。おとなりの秋田県の能代市に引っ越します。

鶴田町は私にとって初めての日本での故郷なので、いつ

か必ずまた来たいと思っています。

　ありがとうございました！
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弘
前
市
で
は
、
以
前
よ
り
リ
ン
ゴ

放
任
園
解
消
対
策
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
３
年
で
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
を
設

置
し
て
も
、
近
く
に
放
任
園
が
あ
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
も
弘
前
市
に
追
随
し
、
放
任

園
を
無
く
す
よ
う
な
事
業
を
ぜ
ひ
ご

検
討
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

①
防
風
網
張
替
え
の
助
成
に
つ
い
て

　

町
農
業
の
持
続
可
能
な
発
展
を
促
進

し
、
農
家
の
生
産
性
向
上
、
収
益
力
の

強
化
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
国
や
県

一
般

質
問

6月定例会

議会の

 議決された 議

　

わ
が
町
は
、
他
の
市
町
村
に
先
駆

け
て
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
設
置
事
業

や
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
助
成
等
を
財

政
が
厳
し
い
中
採
択
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
町
の
リ
ン
ゴ
園
地
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
風
網
の
網
が
だ

い
ぶ
古
く
な
り
損
傷
し
て
い
る
も
の

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
他
市
町
村
で
も
実
施
し

て
い
る
防
風
網
の
網
の
張
替
え
事
業

の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 ６

月
定
例
会
一
般
質
問
の

要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

議案第25号 令和 5年度鶴田町水道事業決算認定について

議案第26号 令和5年度鶴田町下水道事業決算認定について

議案第27号 令和6年度鶴田町一般会計補正予算（第1号)案

議案第28号
令和6年度鶴田町国民健康保険特別会計補正予

算（第1号）案

議案第29号
令和6年度鶴田町介護保険特別会計補正予算

（第1号）案

議案第30号
鶴田町地域活性化支援センターの設置及び管

理に関する条例案

議案第31号 鶴田町監査委員条例の一部を改正する条例案

議案第32号

鶴田町行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用に関する条例の一部を改正する条例案

議案第33号
鶴田町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例案

議案第34号
鶴田町水道事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例案

議案第35号
鶴田町下水道事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例案

議案第36号
専決第3号　令和5年度鶴田町一般会計補正予

算（第12号）

議案第37号
専決第4号　鶴田町町税条例の一部を改正する

条例

議案第38号
専決第5号　鶴田町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例

議案第39号

専決第6号　鶴田町地方活力向上地域に係る固

定資産税の特別措置に関する条例の一部を改

正する条例

議案第40号

専決第7号　鶴田町産業振興促進区域における

固定資産税の特別措置に関する条例の一部を

改正する条例

議案第41号 町道の路線の変更について

議案第42号

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事

務の変更並びに青森県市町村総合事務組合規

約の変更について

議案第43号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求

めることについて

佐
藤 

剛 

議
員

所
属
会
派　

鶴
翔
ク
ラ
ブ

①
防
風
網
張
替
え
の
助
成
に
つ
い
て

　令和6年第2回鶴田町議会定例会が、6月

7日から6月14日までで開かれました。

　今定例会では、議案19件について審議

が行われ、原案どおり議決（認定2件、可

決11件、承認5件、同意1件）されました。

　また、水道・下水道の公営企業会計決

算が認定されましたので、令和5年度の水

道事業決算、下水道事業決算について、

概要をご紹介します。

案

道事業決算水

水道事業決算　下

　収益的収入および支出 令和５年度 令和４年度

　水道事業収益 317,230,370 円 331,123,464 円

　水道事業費用 292,354,617 円 268,040,559 円

　当年度純利益 17,107,390 円 57,179,597 円

　当年度未処分利益剰余金 634,596,539 円 617,489,149 円

　資本的収入および支出

　資本的収入 70,000,000 円 67,000,000 円

　資本的支出 190,017,395 円 160,322,412 円

　資本的収支不足額 120,017,395 円 93,322,412 円

　収益的収入および支出 令和５年度 令和４年度

　下水道事業収益 758,952,544 円 735,789,880 円

　下水道事業費用 525,251,721 円 547,503,142 円

　当年度純利益 233,161,254 円 187,836,618 円

　当年度未処分利益剰余金 718,741,233 円 485,579,979 円

　資本的収入および支出

　資本的収入 100,285,000 円 73,607,000 円

　資本的支出 465,192,562 円 453,786,196 円

　資本的収支不足額 364,907,562 円 380,179,196 円

②
リ
ン
ゴ
園
放
任
対
策
に
つ
い
て
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お
よ
び
農
協
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
多
様
な
支
援
事
業
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
病
害
虫
対
策
の
ほ
か
、
ス
マ
ー

ト
農
業
機
械
や
農
業
用
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
の
設
備
投
資
が
可
能
と
な
る
な
ど
、

農
業
経
営
の
課
題
克
服
に
合
わ
せ
た
支

援
が
で
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
暴
風
網
の
張
り
替
え
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
で
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
暴
風
網
新
設
に
対
す

る
補
助
と
し
て
、
国
の
補
助
事
業
で
あ

る
果
樹
先
導
的
取
組
支
援
事
業
が
あ

り
、
農
業
振
興
課
で
受
付
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　

強
風
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

リ
ン
ゴ
園
を
守
り
、
風
に
よ
る
リ
ン
ゴ

の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、
収
穫

量
が
安
定
し
、
経
済
的
な
損
失
を
減
ら

せ
る
な
ど
、
暴
風
網
の
効
果
や
役
割
の

大
き
さ
は
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
暴
風
網
の
設
置
状
況
な
ど

現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
お
よ
び
生
産
者
の
意
見
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
リ
ン
ゴ
園
放
任
対
策
に
つ
い
て

　

町
で
は
放
任
化
さ
れ
た
果
樹
園
地
か

ら
病
害
虫
の
発
生
の
悪
影
響
が
周
辺
園

地
に
及
ぶ
の
を
防
ぎ
、
優
良
果
実
の
生

産
と
産
地
の
維
持
を
目
的
に
、
果
樹
放

任
園
処
理
対
策
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
防
除
薬

剤
の
購
入
や
樹
木
の
伐
採
、
抜
根
、
整

地
な
ど
の
処
理
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
一
刻
も

早
い
放
任
園
解
消
を
望
む
周
辺
園
地
の

立
場
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
平

成
30
年
か
ら
の
実
績
は
、
約
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
放
任
園
が
伐
採
処
理
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
、
現
在
町
内
お
よ
び

町
民
が
所
有
す
る
リ
ン
ゴ
園
に
お
け
る

放
任
園
の
発
生
状
況
は
、
２
園
地
、
０
・

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
解
消

に
向
け
て
農
業
委
員
や
農
協
、
地
域
関

係
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
所
有
者
に

対
し
適
正
な
管
理
の
お
願
い
と
話
合
い

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

放
任
園
は
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
っ

て
、
周
辺
の
園
地
の
リ
ン
ゴ
生
産
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
労
働
力
不
足
、

離
農
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
ど
う
し
て

も
管
理
が
行
き
届
か
な
い
園
地
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
大
変
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
問
題
解
決
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
所
有
者
等
と
の
適
正
管
理

に
向
け
た
話
合
い
の
ほ
か
、
県
や
町
の

事
業
を
活
用
し
た
自
主
的
な
伐
採
処
理

へ
の
誘
導
や
指
導
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
離
農
等
に
伴
う
園

地
を
、
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
譲
渡
や

貸
借
に
対
し
支
援
す
る
た
め
の
情
報
収

集
や
広
報
活
動
な
ど
、
新
た
な
取
組
を

含
め
た
総
合
的
な
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
内 

勝
靖 

議
員

所
属
会
派　

幸
志
会

①
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

　

鶴
田
町
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
状
況
と
着
用
率
を
上
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
団
体
が
、
東
北

大
会
・
全
国
大
会
に
出
場
し
た
時
に
補

助
金
を
出
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
金
額
は
い
く
ら
な

の
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
各
町

内
す
べ
て
に
停
留
所
が
あ
る
の
か
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
＝
町
長

①
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
道

路
交
通
法
で
、
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
全
年
齢
で
努
力
義
務
と

な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
７
月
の
警
察
庁

の
着
用
率
調
査
で
は
、
全
国
平
均
が

13
・
５
％
、
本
県
は
２
・
５
％
で
全
国
ワ

ー
ス
ト
２
位
と
い
う
結
果
で
す

　

当
町
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
年
齢
を
対
象
と
し
た

調
査
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
鶴

田
中
学
校
に
自
転
車
通
学
し
て
い
る
生

徒
の
着
用
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

対
象
と
な
る
生
徒
２
５
４
人
の
う
ち
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
る
生
徒
は
１

人
だ
け
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
着
用
率
を
上
げ
る
た
め
の
取

組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
安
全
早
朝

街
頭
啓
発
や
決
起
大
会
等
の
交
通
安
全

推
進
事
業
に
お
け
る
周
知
、
啓
発
活
動

の
ほ
か
、
広
報
つ
る
た
や
チ
ラ
シ
な
ど

に
よ
り
、
着
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

特
に
管
内
児
童
生
徒
に
対
し
ま
し
て

は
、
小
中
学
校
の
交
通
安
全
教
室
に
お

い
て
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

②�

各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
団
体
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て

③
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

着
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
五
所
川
原

警
察
署
員
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
保
護
者
に
対
し
、
子
供
の
命

を
守
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ

せ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓

発
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後

と
も
五
所
川
原
警
察
署
お
よ
び
関
係
機

関
、
団
体
と
連
携
し
、
自
転
車
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
長

②
各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
団
体
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て

　

現
在
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
鶴
田
中
学
校
の
部
活
動
に

対
し
て
は
、
中
体
連
参
加
時
の
交
通
費
、

宿
泊
費
、
参
加
料
に
つ
い
て
助
成
し
て

お
り
、
そ
の
他
の
大
会
へ
は
２
分
の
１

を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
が
東
北
大
会
や
全
国
大
会
へ
出
場

す
る
場
合
は
、
開
催
さ
れ
る
地
域
に
よ

り
、
児
童
生
徒
１
人
当
た
り
１
万
円
か

ら
３
万
２
０
０
０
円
を
助
成
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
と
は
別
に
、
町
内
に

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
加
入

児
童
数
に
よ
り
交
付
人
数
を
設
定
し
、

指
導
者
へ
の
謝
金
と
し
て
１
人
当
た
り

２
万
円
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

③
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

　

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
町
内

６
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
旧
鶴
田
小

学
校
学
区
以
外
の
児
童
の
登
下
校
の
手

段
と
し
て
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

停
留
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
合
小

学
校
準
備
委
員
会
通
学
輸
送
部
会
に
お

い
て
停
留
所
を
選
定
す
る
に
当
た
り
、

「
自
宅
か
ら
遠
過
ぎ
ず
、
安
全
に
待
機

で
き
る
広
さ
が
あ
る
こ
と
」、「
民
地
借

り
上
げ
を
極
力
少
な
く
し
、
各
小
学
校

区
に
あ
る
公
的
機
関
、
例
え
ば
文
化
セ

ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
屯
所

な
ど
を
優
先
に
考
え
る
こ
と
」、「
発
車

場
所
か
ら
で
き
る
だ
け
Ｕ
タ
ー
ン
し
な

い
で
回
れ
る
順
路
と
す
る
こ
と
」
の
３

点
を
考
慮
し
て
候
補
地
を
選
定
し
、
警

察
と
運
送
会
社
に
よ
る
現
地
確
認
を
経

て
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
各
町
内
全
て
に
停
留
所
が

あ
る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、「
児
童
が

待
機
す
る
場
所
が
な
い
」、「
幅
員
が
狭

く
通
り
抜
け
で
き
な
い
」
な
ど
の
理
由

に
よ
り
停
留
所
の
な
い
行
政
区
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
極
力
、
旧
小
学
校
へ
の
通

学
距
離
よ
り
遠
く
な
ら
な
い
よ
う
に
設

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
数
の
分
布
変
動
に
よ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
ご
要
望
等
に
よ
り
、
適

宜
停
留
所
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

（再
質
問
）

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
上
げ
る
取
組

で
す
が
、
中
学
校
で
も
２
５
４
人
中
１

人
と
、
ま
だ
ま
だ
押
し
が
足
り
な
い
。

例
え
ば
補
助
金
を
出
す
と
か
、
も
っ
と

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
思
い
切
っ
た
取
組

を
一
日
も
早
く
し
な
け
れ
ば
、
大
き
な

事
故
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
つ
目
の
各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
団
体

の
補
助
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
小
学
校

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
開
催
地
域
に
よ
っ

て
１
人
当
た
り
１
万
円
か
ら
３
万
円
。

ま
だ
ま
だ
も
の
す
ご
く
足
り
な
い
ん
で

す
。
全
国
大
会
、
例
え
ば
、
今
四
国
の

ほ
う
に
行
く
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
の

議 会 の 窓
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す
ご
い
旅
費
が
か
か
り
ま
す
。「
う
ち

で
は
お
金
の
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら

せ
ら
れ
な
い
」
と
な
れ
ば
、
子
供
の
夢

も
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
他
町
村
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
基
金

か
ら
捻
出
す
る
な
ど
、
対
策
を
練
っ
て

い
ま
す
。
今
後
そ
う
い
う
取
組
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
、
子
供
た
ち
の
夢
を

応
援
で
き
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
町
で

あ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

で
す
が
、
道
路
が
狭
い
と
か
待
機
場
所

が
な
い
と
か
、
道
路
が
狭
け
れ
ば
広
く

す
る
か
、
ま
た
は
、
バ
ス
を
小
さ
く
す

れ
ば
い
い
。
や
は
り
子
育
て
世
帯
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
は
、
行
政
の
ほ
う
も
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
し
事
故

に
遭
っ
た
場
合
、
も
の
す
ご
く
大
変
だ

と
思
う
ん
で
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
人

数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
バ
ス
も

小
さ
く
し
た
り
、
そ
う
い
う
検
討
も
今

後
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

　

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い

て
、
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
、

押
し
が
足
り
な
い
と
い
う
ご
指
摘
も
あ

り
ま
し
た
し
、
町
と
し
て
も
関
係
団
体

と
協
力
し
、
着
用
の
呼
び
か
け
を
強
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
か
ら
、
県
内
で
も

助
成
を
し
て
い
る
市
町
村
も
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
う
い
う
市
町
村
の
取
組
や
効
果

を
調
査
し
、
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
長

　

ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
団
体
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て
で
す
が
、
確
か
に
７
月
末
の

全
国
大
会
、
大
変
経
費
が
か
か
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

指
導
者
、
保
護
者
の
ほ
う
か
ら
ご
相
談

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
こ
ち
ら
で
対
応

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
の

件
で
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
で
最

も
重
要
な
こ
と
は
安
全
で
す
。
待
機
場

所
に
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
乗
降
時
、
乗

車
中
と
、
安
全
に
は
十
分
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
停
留
所
ま
で

歩
く
際
も
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
現
状
で
は
停
留
所
ま
で

や
や
距
離
が
あ
る
児
童
生
徒
も
お
り
、

保
護
者
の
方
、
地
域
の
方
も
さ
ぞ
ご
心

配
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
小
さ
く
す
る
と
か
、
道
路
を

広
げ
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、

な
か
な
か
こ
れ
も
時
間
が
か
か
る
こ
と

で
す
の
で
、
何
か
、
早
く
に
で
き
る
方

法
は
な
い
か
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
戸 

雅
人 

議
員

所
属
会
派　

幸
志
会

①
今
後
の
町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
体
の
完
成
予
定
が
令
和
10

年
度
で
、
駅
東
団
地
の
建
替
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
鶴
寿
団
地
の
老

朽
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
、
二
人
暮
ら
し
世
帯

が
増
え
る
中
で
、
居
住
性
や
安
全
性
を

考
慮
し
た
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
町
営
住
宅
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

・�

町
の
財
政
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
駅

東
団
地
と
鶴
寿
団
地
の
入
居
者
の
世

帯
状
況
を
鑑
み
た
町
営
住
宅
の
整
備

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

・�

障
が
い
者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
を
見

守
り
で
き
る
モ
デ
ル
住
宅
団
地
構
想

を
作
成
し
、
国
県
に
特
例
事
業
と
し

て
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　

町
内
の
事
業
所
に
町
外
か
ら
通
勤
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
鶴
田
に
定
住
し

て
も
良
い
条
件
や
通
勤
時
の
買
い
物
は

鶴
田
の
店
を
利
用
し
て
い
る
か
、
町
外

か
ら
見
て
鶴
田
は
子
育
て
し
や
す
い
環

境
に
あ
る
か
。

　

総
合
計
画
の
柱
で
あ
る
「
若
い
人
か

ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
町
外
か

ら
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
、
鶴
田
町
の

町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

か
、
第
６
次
鶴
田
町
総
合
計
画
時
に
町

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
項
目

な
ど
を
参
考
に
、
実
態
調
査
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

答
弁
＝
町
長

①
今
後
の
町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　

駅
東
団
地
建
て
替
え
事
業
の
財
源
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
交
付
金
事
業
を

活
用
し
て
お
り
、
交
付
率
が
約
50
％
で
、

残
り
に
起
債
を
充
当
し
て
い
る
た
め
、

町
と
し
て
も
今
後
の
整
備
計
画
を
順
調

に
進
め
る
た
め
に
国
や
県
に
交
付
金
が

確
保
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鶴
田
町
に
は
、
現
在
３
か
所
の
町
営

住
宅
が
あ
り
、
駅
東
団
地
は
築
53
年
以

上
、
鶴
寿
団
地
は
築
47
年
以
上
、
み
ど

り
団
地
は
築
38
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
た
め
、
町
と
し
て
も
駅
東
団
地
の
次

に
古
い
鶴
寿
団
地
の
老
朽
化
を
懸
念
し

②�

町
外
か
ら
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
へ

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
入
居
者
の
高
齢
化
等
が
進
む

中
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た

住
宅
と
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
今
後
は
老
朽
化
し
た
鶴
寿
団
地
の

建
て
替
え
を
含
め
て
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
安
全
性
や
利
便
性
に
配
慮
し
た
住

宅
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
モ
デ
ル
住
宅
団
地
構
想

に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
訪
問
介
護
及

び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
住
宅
部

局
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
て
公
営
住
宅

を
建
設
で
き
る
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
業
等
も
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
町
外
か
ら
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
へ
実
態
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
第
６
次
鶴
田
町
総
合
計
画

の
「
若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
、
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研

究
科
の
協
力
の
も
と
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
町
の
若
手
職
員
に
よ
る
策

定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
町
の
幹
部

職
員
で
構
成
さ
れ
る
策
定
会
議
で
の
検

討
、
県
や
町
の
有
識
者
等
で
組
織
さ
れ

た
委
員
会
、
振
興
計
画
審
議
会
で
の
審

議
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
町
民
を
対
象

に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

町
外
か
ら
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
実
施
す
る
こ
と
は
、
外
か
ら
目
線
の

意
見
も
伺
え
る
有
用
な
機
会
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
町
内
の
事
業
所
を
対
象

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

１
つ
目
の
今
後
の
町
営
住
宅
の
整
備

で
す
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
国
の
交

付
金
、
そ
れ
か
ら
起
債
、
一
般
財
源
は

入
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
か
ら
、

住
宅
建
設
基
金
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
現

状
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
財

政
調
整
基
金
に
つ
い
て
も
、
現
状
県
内

の
町
村
レ
ベ
ル
で
い
い
ん
で
す
が
、
基

金
的
に
は
平
均
的
な
の
か
、
そ
の
辺
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
町
外
か
ら
通
勤
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
実
態
調
査
で
す
け
れ
ど

も
、
総
合
計
画
で
も
う
た
っ
て
い
る
と

お
り
、
移
住
促
進
と
い
う
部
分
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
東
京
方
面
か
ら
と
い

う
の
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

町
が
い
か
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う
部

分
に
お
い
て
は
、
町
外
よ
り
も
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
、
当
然
通
勤
地
に
お

い
て
も
青
森
、
弘
前
、
両
面
に
お
い
て

も
こ
こ
が
非
常
に
通
勤
し
や
す
い
場
所

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
態
調
査
を
行
っ
て
、

町
外
の
人
か
ら
見
て
鶴
田
町
は
ど
う
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
評
価
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
生
か
せ
る
よ
う
早
め
に
ご
検
討
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
建
設
整
備
課
長

　

今
の
団
地
の
建
て
替
え
事
業
の
財
源

内
訳
で
す
け
ど
も
、
先
ほ
ど
町
長
の
答

弁
に
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
交
付
金

が
約
50
％
と
い
う
説
明
を
い
た
し
ま
し

た
が
、
詳
細
は
補
助
率
が
49
％
と
な
っ

て
お
り
、
残
り
に
51
％
の
公
営
住
宅
建

設
事
業
債
を
充
て
て
、
建
設
す
る
に
当

た
っ
て
は
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
は
な

い
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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う
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
の
遊
具

（
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
な
ど
）
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
、
ス
キ
ー
場
な
ど
、
ど
ん

ど
ん
廃
止
、
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
を
進
め
る
の
で

あ
れ
ば
「
縮
小
」
で
は
な
く
「
再
興
」

に
重
点
を
置
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

鶴
田
町
に
は
、
防
災
情
報
伝
達
方
法

に
つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
登
録
者
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

ま
た
、
最
近
の
住
宅
は
高
断
熱
、
高

気
密
の
た
め
、
防
災
放
送
が
聞
こ
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
対
処
方
法
な
ど
は

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

在
京
の
鶴
田
町
出
身
者
の
楽
し
み
で

あ
る
青
森
人
の
祭
典
に
過
去
２
年
出
店

し
て
い
な
い
が
、
今
年
は
出
店
す
る
用

意
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

ふ
る
さ
と
鶴
田
会
会
員
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

鶴
田
会
の
役
員
も
運
営
に
協
力
を
し
た

い
と
の
声
も
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
出
店
を

お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
。

答
弁
＝
町
長

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
て
お
り
、
当
初
の
募
集
内

容
は
、
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
情
報
発
信
や

将
来
的
に
就
農
し
て
定
住
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
募

集
対
象
を
20
歳
以
上
40
歳
以
下
の
方
と

　

公
営
住
宅
建
設
基
金
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
３
月
１
日
現
在
の
基
金
残
高

は
、
１
億
５
８
６
万
１
０
０
０
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
総
務
課
長

　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
つ
い
て

は
、
今
般
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
一
般
会
計
の
補
正
へ
の
調
整
後

の
金
額
で
、
約
５
億
９
０
０
０
万
と
い

う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
下

の
市
町
村
の
中
で
は
、
ワ
ー
ス
ト
に
近

い
状
況
で
す
。
私
ど
も
財
政
を
担
当
す

る
者
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
財
政
調
整

基
金
の
積
立
て
に
つ
い
て
も
事
業
を
や

り
な
が
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
増
加
傾
向
に
持
っ
て
い
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
方
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
、
行
政
の
需
要
と
い
う
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
応
え
つ
つ
も
、

こ
れ
か
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
企
画
交
流
課
長

　

町
外
か
ら
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
年
度
中
に
第
３
期
の
総
合
戦
略
も
策

定
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
期
に
合

わ
せ
て
早
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤 

一
雄 

議
員

所
属
会
派　

鶴
翔
ク
ラ
ブ

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
要
項
に

つ
い
て
、
現
在
鶴
田
町
に
お
い
て
年
齢

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
50 

、
60
歳

代
も
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
は
ど

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
募

集
内
容
を
検
討
し
て
い
く
過
程
で
、
年

齢
条
件
は
撤
廃
し
て
お
り
、
現
在
は
50

代
１
名
、
40
代
３
名
、
20
代
１
名
の
合

計
５
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
の
課
題
に

即
し
た
募
集
内
容
を
検
討
し
、
東
京
で

行
わ
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

の
際
に
は
、
50
代
か
ら
60
代
に
も
積
極

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
子
育
て
世
帯
の
移
住
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
推
進
に
は
、
子

供
の
遊
び
場
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

が
、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
内
の
遊
具
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
伴
い
解
体

撤
去
し
て
い
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
は
、
各
施

設
の
配
置
を
含
め
、
施
設
の
再
構
築
な

ど
、
公
園
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

見
直
す
時
期
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
が
、
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

他
の
事
業
の
進
捗
状
況
や
優
先
順
位
、

財
源
、
整
備
後
の
維
持
管
理
な
ど
を
協

議
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
や
移
住
者
、
移
住
を
検

討
し
て
い
る
方
に
対
し
て
も
魅
力
的
な

公
園
と
な
り
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
定
着
す
る
よ
う
、
公
園
と
し
て
の
機

能
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯

の
移
住
推
進
に
も
寄
与
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
防
災
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
現
在
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
登
録
制
メ
ー
ル
で
あ
る

「
つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」
や
緊
急

速
報
メ
ー
ル
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
活

④
青
森
人
の
祭
典
に
つ
い
て

③
防
災
に
つ
い
て

用
し
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
町
全
域
に
適
時

な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
有
効
で
す
。

町
で
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
聞
き
逃

し
た
場
合
に
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る

電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
つ
る
り
ん

ほ
っ
と
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
も
併

せ
て
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
者

数
は
、
現
在
２
４
６
名
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
の
１
３
８
名
と
比
較
し
て
も

増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
全
町
民

に
対
す
る
割
合
は
高
い
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。

　

つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
は
、
確
実

に
情
報
伝
達
で
き
る
手
段
の
一
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た

め
に
は
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
、
登

録
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
よ
り
、
つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ

ー
ル
の
紹
介
や
登
録
手
順
に
つ
い
て
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
新
た
に
町
民
教
養
講
座
、
ス
マ
ホ
教

室
等
を
活
用
し
な
が
ら
登
録
手
順
を
指

導
す
る
な
ど
、
登
録
者
数
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
予
約
専
用
と
し

て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
こ

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
を
拡
張
し
、
情
報

発
信
の
強
化
を
図
っ
た
上
で
、
今
後
は

多
く
の
町
民
の
方
々
へ
の
防
災
情
報
の

伝
達
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

情
報
伝
達
手
段
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
補
完
す
る
た
め
に
も
、
多
様
な
伝

達
手
段
を
併
用
し
な
が
ら
、
発
災
時
に

お
い
て
も
適
時
、
適
切
な
情
報
伝
達
が

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
青
森
人
の
祭
典
に
つ
い
て

　

青
森
人
の
祭
典
は
、
東
京
青
森
県
人

会
の
会
員
の
交
流
を
目
的
に
納
涼
懇
親

会
を
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の

後
物
産
展
に
特
化
し
て
規
模
を
拡
大

し
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
は
道
の
駅
つ
る
た
鶴
の
里
あ
る

じ
ゃ
の
協
力
に
よ
り
出
店
参
加
を
し
て

お
り
、
出
店
の
際
に
は
、
ふ
る
さ
と
鶴

田
会
の
役
員
を
は
じ
め
、
会
員
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご

参
加
さ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
、
令
和
５
年
は
、
開
催
予

定
日
と
道
の
駅
つ
る
た
鶴
の
里
あ
る
じ

ゃ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
、
準
備

が
整
わ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
残

念
な
が
ら
出
店
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
鶴
田
会
の

役
員
会
等
に
お
い
て
は
、
出
店
し
て
ほ

し
い
、
手
伝
い
を
し
た
い
な
ど
の
ご
意

見
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
工
藤
議

員
の
ご
質
問
内
容
と
同
様
の
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
道
の
駅
つ
る
た
鶴
の

里
あ
る
じ
ゃ
と
協
議
を
し
、
ふ
る
さ
と

鶴
田
会
と
の
連
絡
調
整
も
図
り
な
が

ら
、
出
店
参
加
に
向
け
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

１
番
目
の
地
域
お
こ
し
の
50
代
、
60

代
の
募
集
に
つ
い
て
で
す
が
、
定
年
後

の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
ぜ
ひ
と
も
鶴
田

町
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
募
集

②
子
育
て
世
帯
の
移
住
に
つ
い
て
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要
項
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
で
す
が
、

昨
日
富
士
見
湖
パ
ー
ク
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
鶴
田
小
学
校
３
年
生
が
遠
足
で
来

て
い
て
、
大
変
に
ぎ
や
か
で
楽
し
そ
う

な
声
が
駐
車
場
の
ほ
う
ま
で
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
声
を
聞
く
と
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
声
が
い
つ
ま
で
も
聞
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
で
す
が
、

利
用
者
数
が
２
４
６
名
と
い
う
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
加
入
者
数
を
増
や
す
よ
う
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
番
目
の
青
森
人
の
祭
典
は
、
去
年

の
来
場
者
が
20
万
人
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
鶴
田
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
も
、

大
変
意
義
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
参
加
し
て
鶴
田
町
を
も
っ
と

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
答
弁
は
い
い
で
す
。

小
関 

優 

議
員

所
属
会
派　

政
優
会

①
10
年
間
町
長
を
務
め
た
こ
と
に
つ

い
て
の
自
己
評
価

　

あ
る
書
き
物
に
よ
る
と
、
町
長
の
使

命
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
現
在
は
次
の

４
つ
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
書
か
れ

て
お
り
ま
し
た
。　

　

相
川
町
長
は
就
任
10
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
自
己
評
価
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
度
は
ど
の
程
度

で
し
ょ
う
か
。

１
．
地
域
を
豊
か
に
出
来
た
か
。

２
．
人
口
を
維
持
出
来
た
か
。

す
る
」
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
「
６
次
産
業

化
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
取
組
事
業

者
」
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
ゼ

ロ
に
対
し
、
令
和
５
年
度
ゼ
ロ
と
取
組

が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
衰
退
す
る
地
域
で
起
き
て
い

る
問
題
を
解
決
で
き
た
か
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
第
６

次
総
合
計
画
策
定
時
の
町
民
意
識
調
査

の
集
計
結
果
を
参
考
に
い
た
し
ま
し

た
。
施
策
の
満
足
度
、
重
要
度
の
項
目

で
は
、
重
要
度
が
高
く
満
足
度
が
高
い

項
目
と
し
て
、「
健
康
・
検
診
・
指
導

な
ど
保
健
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
、
一
方

で
重
要
度
が
高
く
満
足
度
が
低
い
項
目

と
し
て
「
働
く
場
の
確
保
」
が
あ
り
ま

し
た
。「
働
く
場
の
確
保
」
が
地
域
で

起
き
て
い
る
問
題
と
し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

一
つ
と
し
て
町
内
事
業
所
数
及
び
町
内

従
業
員
数
に
よ
り
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
内
事
業
所
数
は
、
平
成

28
年
の
４
０
２
事
業
所
に
対
し
、
令
和

２
年
の
４
１
６
事
業
所
、
町
内
従
業
員

数
は
平
成
28
年
の
３
０
０
９
人
に
対

し
、
令
和
２
年
の
３
５
２
１
人
と
、
い

ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
現
在
も
続
く
物

価
高
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
数
年

の
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い
る
状
況
だ

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
活
力
や
生
活
機
能
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
、

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
効
果
検
証
を
行

い
な
が
ら
各
種
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
は
、
第
２
期
総
合
戦
略
に
よ
り
、

「
地
域
特
性
を
生
か
し
た
雇
用
の
場
を

つ
く
り
、
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
を

確
保
す
る
」、「
鶴
田
町
へ
新
し
い
人
の

流
れ
を
つ
く
る
」、「
安
心
・
安
全
で
便

利
な
ま
ち
を
つ
く
る
」、「
若
い
世
代
が

希
望
を
持
っ
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
」
の
４
つ
の
基

本
目
標
を
設
定
し
、
各
種
事
業
を
進
行

中
で
あ
り
ま
す
。

　

第
２
期
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
が
今

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は
効
果
検
証
を
行
い
、
結
果
を
反
映
さ

せ
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
施
策
を
取
り
入
れ
、
第
３
期
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
切
れ
目
の
な
い
地
方
創

生
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（再
質
問
）

　

簡
単
な
経
済
学
、
需
要
と
供
給
に
つ

い
て
で
す
が
、
人
が
多
く
い
る
と
こ
ろ

に
自
然
と
お
店
と
か
消
費
が
生
ま
れ
る

と
い
う
の
は
特
別
習
わ
な
く
て
も
分
か

る
話
で
す
。
こ
れ
か
ら
人
口
が
減
少
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
消

費
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
程
質
問
し
た
こ
の
４
点
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
問
題
が
大
き
く
絡
ん
で

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
経
営
学
に
つ
い
て

は
、
先
に
集
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

投
資
し
て
か
ら
回
収
す
る
。
一
般
の
家

庭
と
は
ま
た
違
う
自
治
体
の
経
営
学
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
宮
下

県
知
事
が
行
お
う
と
し
て
い
る
子
育
て

支
援
の
交
付
金
に
関
し
て
は
、
先
行
し

て
い
る
給
食
費
の
無
償
化
に
は
使
え
な

い
と
い
う
お
話
で
し
た
。
こ
の
後
、
人

口
が
何
年
か
か
け
て
10
％
、
20
％
減
っ

て
い
っ
た
と
き
に
、
町
に
あ
る
お
店
屋

さ
ん
、
10
％
、
20
％
と
収
入
が
減
っ
て

い
く
ん
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
人
口
問
題
っ

て
大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
。
し
っ
か
り

と
活
用
し
て
人
口
を
維
持
ま
た
は
で
き

れ
ば
増
加
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

　

今
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
て
、
私
も

小
関
議
員
と
同
じ
考
え
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
最
大
の
課
題
は
、
人
口
の
減
少

問
題
で
あ
る
し
、
増
や
す
こ
と
ま
で
は

で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
減
る
の
を
緩
和

し
て
い
く
、
こ
れ
が
今
一
番
の
大
事
な

こ
と
だ
と
。
国
の
ほ
う
で
も
10
年
前
か

ら
各
市
町
村
に
総
合
戦
略
を
策
定
さ
せ

て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
も
子
供
を
少
し
で
も
産
ん
で
育

て
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に
、
３
つ
の

無
償
化
も
や
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た

今
県
の
給
食
費
無
償
化
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
以
外
の
子
育
て
の
支
援

に
対
す
る
使
い
方
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
が
減
っ
て
若
い
人
が
少

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り

高
齢
者
を
支
え
る
側
に
も
な
る
わ
け
で

す
か
ら
、
私
は
人
口
を
減
る
率
を
緩
和

さ
せ
て
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
経
済
対
策
に
も
な
る

し
、
高
齢
者
対
策
に
も
な
る
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
人
口
減
少
の
問
題
に
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．�

高
付
加
価
値
の
新
産
業
を
生
み
出

し
た
か
。

４
．�

衰
退
す
る
地
域
で
起
き
て
い
る
問

題
を
解
決
出
来
た
か
。

答
弁
＝
町
長

①
10
年
間
町
長
を
務
め
た
こ
と
に
つ
い
て

の
自
己
評
価

　

達
成
度
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
見
解
に
よ
り
評
価
が
違
っ
て
く

る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

標
を
基
に
現
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
つ
目
の
地
域
を
豊
か
に
で
き
た
か

に
つ
い
て
、
県
が
公
表
し
て
い
る
町
内

総
生
産
及
び
町
民
１
人
当
た
り
の
市
町

村
民
所
得
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
総
生
産
は
、
平
成
28
年
度

２
８
３
億
８
４
０
０
万
円
に
対
し
、
令

和
２
年
度
２
９
７
億
１
２
０
０
万
円
で

あ
り
、
第
１
次
産
業
は
若
干
下
回
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
産
業
全
体
で
は
上
回

っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
１
人
当
た
り
の
市
町
村
民
所
得

は
、
平
成
28
年
度
約
２
１
９
万
円
に
対

し
、
令
和
２
年
度
約
２
２
３
万
円
と
若

干
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
人
口
維
持
が
で
き
た
か
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

け
る
令
和
７
年
の
将
来
推
計
人
口

１
万
１
７
６
８
人
に
対
し
、
令
和
６
年

４
月
末
の
住
基
人
口
は
１
万
１
６
７
４

人
で
あ
る
た
め
、
現
段
階
で
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
い
て
定
め
た
目
標
を
下
回
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
付
加
価
値
の
新
産
業
を
生

み
出
し
た
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２

期
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
、「
地

域
特
性
を
生
か
し
た
雇
用
の
場
を
つ
く

り
、
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
を
確
保

議 会 の 窓
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 ークワードに挑戦シ
　栄養満点の夏野菜！下の文字から縦・横・

斜めに隠れている、夏野菜を7つ消してくだ

さい。残った5文字を組み合わせた言葉が答

えです。

応募締切

9/3
（火）

必　着

◎賞品提供

　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

エ オ ク ラ リ

ダ レ ゴ ナ オ

マ タ ス ト オ

メ ス オ マ バ

カ ニ ラ ト キ

【クイズの解き方】

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記

入）、年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、

次の宛先までお送りください。

　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

　鶴田町役場企画交流課　計画係　行

　正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃ

で使える「鶴の舞橋三連餅引換券」と町より「つるりんグ

ッズ」を5名様にプレゼントします。 

応募方法

ペ キ ア テ ネ
ロ キ ダ パ リ
ン メ ン ソ ロ
ド リ オ ウ ー
ン ン ル ル マ

★ 7 月号の答え 【シークワード 7月号の解答】

「キンメダル」 
○キーワード（五輪の開催都市）

【7 月号当選者（応募総数 20 通）】

貴田紀子さん、中野美智さん、

PN「花好きばあ」さん、長内奏空

さん、、PN「えびてんちゃん」さん

ペキン、アテネ、ロンドン、

パリ、ソウル、ローマ、リオ

▲�8月号クイズ景品「鶴の舞橋三連餅」

　今月のクイズ賞品　今月のクイズ賞品

農林総合研究所 ・農林総合研究所 ・

りんご研究所参観デーりんご研究所参観デー
交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

【農林総合研究所】
▼場所　黒石市田中82-9

▼内容　�・研究成果の展示・紹介

　　　　�・�あおもり米収穫支援システム「は

れナビ、まっしナビ」

　　　　�・花の販売

　　　　�・スマート農業機械等展示、実演会

問　農林総合研究所　☎：0172-52-4391

▼日時　9月5日(木)　9 ： 00 ～ 15 ： 00

【りんご研究所】
▼場所　黒石市大字牡丹平字福民24

▼内容　�・研究成果の展示、紹介

　　　　�・�ほ場見学ツアー

　　　　�・�果樹相談コーナー

　　　　�・�農業資材やりんごの販売 

問　りんご研究所　☎：0172-52-2331

 夏の水難を防止しよう 
◆青森県内の水難の発生状況 （令和 5 年 7 ・ 8 月）
・ 発生件数 ： 5件 6人（死亡 5人、救助 1人）

・ 発生場所 ： 海2件、湖・沼地 3件

・ 行　為　別 ： 水泳3件、魚とり・釣り 1件、その他 1件

 - 子どもの水難防止 ｰ

●危険な場所はないか確認し、遊ばせないように！

●�天候変化に注意し、悪天候時は水辺に近づかない！

●必ず大人が付き添って、目を離さないように！

●�釣りをするときやボートに乗るときは、必ずライフ

ジャケットを着用する！

 技能試験の一部休止について 
運転免許センターでは令和 6 年 8 月 29 日 （木） まで、

次の技能試験を休止いたします。

ｰ 休止する技能試験 ｰ

大型特殊第二種免許

大型仮免許

牽引免許

普通仮免許

大型特殊免許

準中型仮免許

普通二輪免許

大型二輪免許

牽引第二種免許

中型仮免許

102024年（令和6年）8月号



部
活
中
夏
雲
か
く
す
岩
木
山

　

　

　

　

　

　

　

織

田

信

ゲ
リ
ラ
豪
雨
駅
の
屋
根
か
ら
滝
の
よ
う

誠

也

全
員
で
熊
鈴
鳴
ら
し
山
登
り

　

　

　

　

　

　

ゆ

づ

ま

る

ソ
ー
ダ
水
二
人
の
笑
顔
弾
け
と
ぶ

　

　

　

　

　

　

　

　

徠

奈

心
太
つ
る
っ
と
食
べ
て
ひ
ん
や
り
と

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

山
登
り
緑
の
中
で
カ
ッ
プ
麺

　

　

　

　

　

　

　

　

落

葉

水
音
と
木
漏
れ
日
あ
ふ
る
梵
珠
山

樹

七
夕
の
句
会
少
年
大
人
び
て

　

　

　

　

　

　

鳥

町

広
報
文
芸
コ
ー
ナ
ー

作　

川
柳
鶴
田
吟
社
、
鶴
田
短
歌
会
、
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ

貴
方
さ
え
元
気
で
あ
れ
ば
あ
と
い
い
と

妻
が
ま
た
言
う
施
設
の
面
談棟

方

文

雄

小
雨
降
り
農
家
も
カ
エ
ル
も
待
ち
て
ゐ

し
雨
よ
降
れ
降
れ
も
っ
と
浸
み
込
め

　

　

　

　

　

　

松

山

裕

子

金
魚
鉢
の
藻
の
合
間
に
か
く
れ
ん
ぼ
の

金
魚
愛
し
む
婆
ば
の
日
課

　

　

　

　

　

　

山

谷

テ

ル

川
柳
鶴
田
吟
社
七
月
句
会
作
品

レ
ト
ル
ト
時
代
母
の
手
料
理
欲
し
く
な

る

成
田
あ
き
子

逢
い
た
く
て
両
手
で
掴
む
千
の
風

工
藤
り
ん
子

故
郷
の
土
を
踏
ん
だ
ら
出
る
訛
り

下
山
ゆ
め
子

傘
寿
過
ぎ
踏
台
使
用
神
棚
へ奈

良

二

郎

遊
び
か
ら
学
ぶ
人
間
性
活
か
す

香

田

龍

馬

友
で
あ
り
空
気
み
た
い
な
妻
と
い
る

下
山
し
ょ
う
え
い

古
時
計
昭
和
が
匂
う
時
唄
う永

月
し
ん
や

終
活
は
過
ぎ
た
る
時
を
懐
か
し
む

阿
部
ひ
ろ
ゆ
き

足
枷
が
取
れ
て
一
気
に
の
れ
ん
酒

佐

藤

倫

生

抜
け
殻
を
そ
の
ま
ま
蝉
が
鳴
き
急
ぐ

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ
七
月
作
品

鶴
田
短
歌
会
七
月
作
品

■�

鶴
田
短
歌
会　

事
務
局　

棟
方
文
雄

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
５
１
０
３

菊

地

志

樹

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
越
え
て
し
ま
っ
た
け
も

の
道

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

一
週
間
逢
わ
ざ
り
し
友
デ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
会
話
弾
み
て
楽
し
き
ひ
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈

良

鉄

子

生
き
生
き
と
色
濃
く
な
り
し
木
々
や
草

初
夏
の
風
吹
き
つ
め
草
咲
き
し

　

　

　

　

　

　

中

島

文

子

朽
ち
果
て
ぬ
過
疎
の
生
家
を
見
る
辛
さ

古
希
半
ば
に
し
我
の
終
活

　

永

沢

忠

義
　

　

　

亡つ

ま夫
好
き
な
白
き
野
の
花
風
と
群
れ
手

折
り
供
え
て
話
す
仏
前

三

浦

悦

子

7月31日現在（前月比）

人口 11,612 人 （－ 12人）

男 5,421 人 （－ 8人）

女 6,191 人 （－ 4人）

世帯  5,365 （－   4）

出生 4 人 転入 18 人

婚姻 2 組 転出 17 人

死亡 17 人

■�

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１

・ �俺たちの箱根駅伝　上 ・ 下 /

　著：池井田　潤

・ �「何回説明しても伝わらない」 はなぜ起こ

るのか？ /　�著：今井　むつみ

・ �医師のぼくが 50 年かけてたどりついた　

鎌田式 長生き食事術 /著：鎌田　實

　愛する者を亡くした痛み

とそれを癒やしてくれる友

だちのあたたかさが淡々と

語られている感動の絵本。

　人気ドラマの中でも引用

された、なかなか手に入ら

なくなっている絵本です。

（7月届出分：敬称略）

※�この欄に載せたくない方は、

届け出の際に戸籍住民係へ

申し出てください。

町 　 名 死亡者名 年齢

派 立 吉川　　章 71

大 性 棟方　利紀 83

亀 田 坂本　勇男 79

鷹 ノ 尾 須藤　セル 88

大 巻 尾﨑　キク 90

桜 町 神　アツ子 73

あさひ町 柿﨑　三雄 98

鷹 ノ 尾 渋谷　勇造 94

菖 蒲 川 佐藤　利則 84

文化通り 鳴海　順一 73

ごめい福を祈ります

※�住民票や戸籍証明書の発行、

戸籍の届け出の際には、本

人確認が必要です。

　�窓口にお越しの際は、運転

免許証、マイナンバーカー

ドなどの写真付きの本人確

認できるものを忘れずにお

持ちくださるようお願いし

ます。

くまとやまねこ
作 ： 湯本 香樹実　絵 ： 酒井 駒子

公民館図書室情報局
＼新着本の紹介／

お誕生おめでとう

町 　 名 氏　　名 保護者

駅 東 町 加賀谷　舞
まい

（栄樹） 

胡 桃 舘 須郷　未
み れ い

麗 （辰也） 

稲 川 加賀谷朝
あ さ ひ

陽 （康博） 

胡 桃 舘 伊藤　志
し す い

珀 （駿之介） 

戸 籍 の 窓

今月も読み応えのある本を揃えました。

ぜひ読んでみてね♪

11 広報つるた　No.766



8月の町税等納期

○上下水道料金 8月分　　【8/21(水）】

○町営住宅使用料 8月分　【8/26(月）】

○町・県民税 2期　　　　【9/2(月）】

○国民健康保険税 2期　　【9/2(月）】

○介護保険料 2期　　　　【9/2(月）】

○後期高齢者医療保険料 2期　　　　

 　　　　　　　　　　 　【9/2(月）】

※【　　】納期限日

行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に

対する意見や要望、日頃生活する

上での困り事など、さまざまな内

容の相談を受けるための行政相談

と人権相談を行っています。

■期　　　日　9月10日（火）　　

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　　所　�国際交流会館1階 

　　　　　　101会議室

 

鶴
田
町
情
報
公
開
条
例
（
平
成
19
年

鶴
田
町
条
例
第
１
号
）
第
30
条
の
規
定

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
の
行
政
文
書
の

開
示
の
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　

令
和
６
年
６
月
28
日　

鶴
田
町
長　

相
川
正
光

▽
行
政
文
書
の
開
示
請
求
の
状
況

　

◆
請
求
件
数　

１
件
（
町
長
）

　

◆
処
理
件
数　

開
示
１
件

▽�

行
政
文
書
の
開
示
決
定
等
に
つ
い

て
の
不
服
申
立
て
の
状
況

　

行
政
文
書
の
開
示
決
定
等
に
つ
い

て
不
服
申
立
て
は
な
か
っ
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
係

　

☎ 

（
内
線
２
７
１
）

　

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
業
、

請
負
業
、
不
動
産
貸
付
業
、
医
業
、

理
容
業
な
ど
の
一
定
の
事
業
を
営
む

個
人
の
方
に
、
原
則
と
し
て
前
年
中

の
事
業
の
所
得
を
も
と
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。
県
税
部
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
８

月
と
11
月
の
二
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

９
月
２
日
（
月
）
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
金
融
機
関
、「
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
」
等
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
納
税
方
法
」（
Ｑ
Ｒ
）
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
北
地
域
県
民
局　

県
税
部
課
税
課

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
２
１
１
１

　

県
内
の
農
林
水
産
業
を
営
む
人
々

の
豊
か
な
表
情
や
伝
統
的
な
文
化
・

行
事
、
四
季
を
通
じ
た
農
山
漁
村
の

風
景
な
ど
写
真
で
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限

　

10
月
31
日
（
木
）
ま
で

▽
応
募
方
法

　

応
募
票
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
に

添
付
し
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

農
山
漁
村
水
循
環
保
全
学
会 

事
務
局

　

☎ 

０
１
７
（
723
）
２
４
０
１

　

在
職
中
の
方
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
講
習
日
時

　

10
月
２
日
・
４
日
・
７
日
・
９
日
・

11
日　

18
時
～
21
時

▽
会
場

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

▽
受
講
料
・
定
員

▽
職
種
お
よ
び
募
集
人
員　

　

除
雪
運
転
手　

若
干
名

▽
応
募
資
格

①�

鶴
田
町
に
住
所
を
有
し
、
中
型
自

動
車
・
大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免

許
証
お
よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運

転
講
習
修
了
証
を
有
す
る
方

②
道
路
除
雪
の
経
験
の
あ
る
方

③
冬
期
間
、
継
続
し
て
業
務
に
従
事

　

で
き
る
方

▽
契
約
期
間

　

令
和
６
年
12
月
～
令
和
７
年
３
月

▽
申
込
方
法

　

申
込
書
・
資
格
免
許
証
等
の
写
し
を

９
月
30
日

（月
）
ま
で
提
出

※
申
込
書
は
建
設
整
備
課
に
設
置

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
整
備
課 

土
木
係

　

☎ 

（
内
線
２
８
５
）

　

現
在
、
国
が
行
っ
て
い
る
定
額
減
税

で
所
得
税
・
住
民
税
か
ら
減
税
し
き
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
へ
、
給
付
金
振

込
口
座
等
の
確
認
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

給
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
確
認

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
確

認
書
を
審
査
の
上
、
後
日
支
給
決
定
通

知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
間

　

令
和
６
年
10
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

住
民
税
係

　

☎ 

（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

町
臨
時
除
雪
職
員
を
募
集
！

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
人
へ
調
整
給
付
金
を
支
給

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。

　万一、放送内容が聞き取れなか

った場合、電話で確認できますの

で、ご活用ください。

防災無線を聞き逃したら！

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

全
て

「特
別
徴
収
」
と
な
り
ま
す

◆確認用ダイヤル

　☎ ： 0173-23-2333
※通話料は利用者負担となります

「Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
講
習
」
受
講
生

募
集

令
和
５
年
度
の
行
政
文
書

開
示
状
況
の
公
表

「令
和
６
年
度 

あ
お
も
り
の
農
山
漁

村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

122024年（令和6年）8月号



 【有料広告】	

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
青
森
／

　

ホ
テ
ル
青
森

▽
申
込
締
切

　

９
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構 

青
森
支
部

　

☎ 

０
１
７
（
721
）
２
１
２
５

　

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
今

年
で
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
か
ら
は
、
18
歳
・
19
歳

の
方
も
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
18
歳
・
19
歳
の

裁
判
員
経
験
者
の
声
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
地
方
裁
判
所 

総
務
課

　

☎ 

０
１
７
（
722
）
５
４
２
１

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
火
山
に
対

す
る
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
８

月
26
日
が
「
火
山
防
災
の
日
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

火
山
現
象
の
う
ち
、
大
き
な
噴
石

や
火
砕
流
な
ど
は
避
難
ま
で
の
時
間

的
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
命
に
直

結
す
る
危
険
な
現
象
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
の
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

１
３
０
０
円
・
15
名

▽
募
集
期
限

　

９
月
10
日
（
火
）
ま
で

▽
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
募
集
締
切
日
必
着
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

　

☎ 

０
１
７
２
（
32
）
６
８
０
５

　

放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
４
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
働
き
な

が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」「
学

び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
で
様
々
な
年
代
や
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▽
出
願
期
限

　

令
和
６
年
９
月
10
日
（
火
）
ま
で

※�

資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
１
７
２
（
38
）
０
５
０
０

　

障
が
い
者
が
技
能
を
競
い
合
う
大
会

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
職
業
能
力

向
上
、
一
般
の
人
に
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時

　

10
月
30
日
（
水
）・
11
月
２
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
13
時

▽
場
所

・室温をこまめに確認

＜屋外では＞

・日傘や帽子の着用

・日陰の利用、こまめな休憩

・�天気のよい日は、日中の外出をで

きるだけ控える

＜からだの蓄熱を避けるために＞

・�通気性のよい、吸湿性・速乾性の

ある衣服を着用

・�保冷剤、氷、冷たいタオルなどで

からだを冷やす

★こまめに水分を補給する

　室内でも屋外でも、のどの渇きを感

じていなくても、こまめに水分補給

　食中毒予防の 3原則は、食中毒菌

を「付けない、増やさない、やっつ

ける」です。

【ポイント①　食品の購入】

　生鮮食品は新鮮なものを購入。購

入時は、消費期限等の表示を確認。

【ポイント②　家庭での保存】

　冷蔵や冷凍が必要な食品は、持ち

町の保健
だ よ り

　熱中症のリスクが高まった際に注

意を呼びかける「熱中症警戒アラー

ト」は、暑さ指数が33以上と予想さ

れる場合に発表されます。

　健康被害を生じる危険な暑さの際

には「熱中症特別警戒アラート」が

発表され、暑さ指数が 35以上と予想

される場合に出されます。

　警戒アラート・特別警戒アラート

発表時は、外出をなるべく控え、暑

さを避けましょう。

　熱中症を防ぐためには、それぞれ

の場所に応じた対策を取ることが重

要です。

★暑さを避ける、 身を守る

＜室内では＞

・扇風機やエアコンで温度を調整

・�遮光カーテン、すだれ、打ち水を

利用

熱中症対策について熱中症対策について

８
月
26
日
が

「火
山
防
災
の
日
」

に
な
り
ま
し
た

帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫へ。

冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－ 15℃

以下に維持することが目安。

【ポイント③　下準備】

　包丁などの器具、ふきんは洗って

消毒。こまめに手を洗う。野菜もよ

く洗う。

【ポイント④　調理】

　加熱は十分に行う（中心部分の温

度が75℃で１分間以上が目安）。

【ポイント⑤　食事】

　食事の前に手を洗う。調理前後の

食品は、長時間室温に放置しない。

【ポイント⑥　残った食品】

　時間が経ち過ぎたり、ちょっとで

も怪しいと思ったら思い切って捨て

る。手洗い後、清潔な器具、容器で

保存。

■問い合わせ先

　子ども健康課・健康推進係

18
歳
、
19
歳
の
裁
判
員
経
験
者

の
声
を
お
届
け
し
ま
す

放
送
大
学
入
学
生
募
集
中

青
森
県
障
が
い
者
技
能
競
技
大
会

（あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

8月は食品衛生月間です8月は食品衛生月間です
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こちら町の情報局

実施期間 ： 9月1日 （日） ～ 10月10日 （木）

実施場所 ： 中南地域7市町村、板柳町、鶴田町

その他　：�イベント詳細や応募方法は特設サイト

（二次元コード）をご覧ください。  

　岩木山を中心に広がる

津軽地域に古くから脈々

と伝わる人々の暮らしぶ

りを体験する旅のコンセ

プトです。

公式サイト

鬼コ、伝承料理、こぎん刺し、温泉...。

「古津軽」に浸る 40日間が始まります！

古 津 軽
ウィーク
２０２４

～古津軽へようこそ～

古津軽 とは

▶9 1/ 10 10/日 木

　期間中イベントに参加して、アンケートに回答すると、抽選

で200名に豪華景品が当たります！

景品例（一部抜粋）

鶴田町のイベント

　天明の大飢饉で神に祈りを捧げた穀物アート

「弥生画」を体験しよう。

体験予約 ： 鶴田まちおこし応援団　☎： 090-5834-4020

ルビンのこけし　ペア ・

ファミリー（各 1名）

古津軽みやげ詰め合

わせセット（5名）

豊盃鬼コラベル（30名）

青森県産米5㎏（5名）

ほか

鬼コピンバッジ 2

個セット（20名）
平川サガリ 1kg

（30名）
佐藤製菓プチイ

モ当て（20名）

問 中南地域県民局　地域連携部地域支援チーム

　 ☎： 0172-32-2407

イベント情報
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こちら町の情報局

不動産を相続したら必ず相続登記を！

登記簿を見ても

所有者がわからない

「所有者不明土地」 が

全国で増加

適切な管理がされず放置

周辺環境の悪化

所有者の探索に

時間・費用が必要

民間取引

公共事業を阻害

現在、 こんなことが社会問題社会問題になっています

相続したことを知った日から

３年以内に登記！

※正当な理由なく義務に違反した場合、

10万円以下の過料が科される可能性があります。

義務化前の相続も対象！

※義務化前に相続したことを知った不動産は、

令和9年 3月末までに登記する必要があります。

　相続登記義務化のポイント！　

この問題を解決するため、 法律が改正され、

これまで任意だった相続登記が義
・ ・ ・

務化されました。

Point ① Point ②

法務局の自筆証書遺言書保管制度をご利用ください

自筆証書遺言書保管制度とは…
　遺言は、相続をめぐる紛争を防止するために有用な手

段です。しかし、遺言者が書いたいわゆる「自筆証書遺

言書」は、遺言者本人の死亡後、相続人等に発見されな

かったり、改ざんが行われるおそれがあるなどの問題点

が指摘されています。

　そこで、これらの問題点を解消するため、遺言者が作

成した遺言書の保管等を法務局が行う制度です。

× 相続人に発見されないことがある

× 改ざんされるおそれがある

主に遺言書作成後の管理に

起因するトラブル

法務局 （遺言書保管所） が

遺言書を保管する制度

解決策

令和６年４月１日から義務化されました

■問い合わせ先 ： 青森地方法務局五所川原支局　☎：0173-34-2330

「簡易郵便局長」 募集中！

　以下の簡易郵便局の業務を受託していただける方を募集しています。

　・菖蒲川簡易郵便局 （鶴田町大字菖蒲川付近）
　他にも、つがる市・板柳町・鰺ヶ沢町などでも募集しています。

問 日本郵便株式会社　東北支社　経営管理部　簡易局担当　

　 ☎： 022-267-7186　〒980-8797　仙台市青葉区一番町1-1-34

〈受付時間　9：00～ 17：00〉

月～金（祝日、12/29～翌年 1/3を除く）

詳細は弊社ＨＰを

ご覧ください。
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こちら町の情報局

《�サイトウパピコ町民教養講座アート教室生徒合同展示

「てんとあそぶ」 vol.2》

日時

鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　☎：0173-22-2692
※展示期間は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

場所

歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ歴史文化伝承館 （旧水元小学校） イベントのお知らせ

 【有料広告】	

8月 3日（土）～ 8月 25日（日）　9：00～ 16：00

　町の小・中学生の子どもたちが各競技の県大会で活躍し、各種上位大会に出場します。選手の皆さんは次のとおりです。

（敬称略）

相撲 （小学生）
●�東北学童相撲大会

　〈8月18日/山形県〉

　【団体の部】葛西海琉愛（6年）、三上楓雅（6年）、

　川崎蓮翔（4年）、三上澪佳（1年）

柔道 （中学生）
●�第47回東北中学校柔道大会

　〈8月4日～ 6日/福島県いわき市〉

　【�男子個人60kg級】永澤紫皇（3年）

　【男子個人50kg級】澁谷鉄平（2年）

陸上競技 （小学生）
●�第13回東日本都道県小学生陸上競技交流大会

　〈8月4日/北海道〉

　【�男女混合 4×100ｍリレー】

　　�成田夏希（5年）、奈良有里子（6年）、福田来未（6年）、

中畑玲音（6年）

　【女子 コンバインドＢ】出町夢叶（6年）

野球 （中学生）
●�エイジェックカップ第52回日本リトルシニア日本選手権大会

　〈8月1日/東京都〉

　弘前白神リトルシニア　泉飛雅(1年）

水泳 （中学生）
●�第56回東北中学校水泳競技大会

　〈8月8日～ 11日/山形県山形市〉

　【�男子 100ｍ背泳ぎ】成田海翔（3年）

　【�男子 200ｍ背泳ぎ】成田海翔

●�第64回全国中学校水泳競技大会

　〈8月17日～ 19日/石川県金沢市〉

　【�男子 200ｍ背泳ぎ】成田海翔

全国 ・ 東北 ・ 都道県大会出場おめでとう全国 ・ 東北 ・ 都道県大会出場おめでとう

陸上競技 （中学生）
●�第45回東北中学校陸上競技大会

　〈8月8日～ 10日/宮城県仙台市〉

　【�共通女子 4×100ｍリレー】

　　佐々木真優（3年）、澁谷華（3年）、齋藤陽（2年）、

　　中畑凛音（2年）、川村梨心（2年）、山田侑奈（2年）

　【共通女子四種競技】澁谷華（3年）

　【女子2年 100ｍ】山田侑奈（2年）

　【共通男子 400ｍ】七戸光矢（3年）

　【共通男子 800ｍ】松江怜恩（3年）

●�第51回全日本中学校陸上競技選手権大会

　〈8月17日～ 20日/福井県福井市〉

　【�共通女子 4×100ｍリレー】

　　佐々木真優（3年）、澁谷華（3年）、齋藤陽（2年）、

　　中畑凛音（2年）、川村梨心（2年）、山田侑奈（2年）

　総務経済常任委員会委員長の澁谷正行です。

  今年はりんごの主力品種「ふじ」を中心に、結実状況が不十分であることが県内各地で問題となっています。

  6月定例会の議案審議においても、複数の議員からりんご生産農家の状況を心配する声があり、当委員会は7

月 12日に県や農協、農業委員会、町と一緒に町内りんご園地の着果量を調査して回りました。

  「ふじ」の着果率は前年よりやや低かったものの、標準的な着果程度は確保されていたことから、今後の状況

を注視しながら、町としてできる適切な情報提供に加え、必要とされる対策についても働きかけてまいります。

つるたまち議会活動報告つるたまち議会活動報告 VOL.5（文責：澁谷正行）
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サラダ豆腐ソースかけサラダ豆腐ソースかけ

　皆さんは豆腐をどのようにして食べていますか。今回は、豆腐ソースをご紹

介します。サラダはもちろん、いろいろな食材と合わせても、おいしく食べら

れます。ぜひ、お試しください。

食改
おすすめ
レシピ

1人分：110kcal　食塩相当量0.7g　野菜量105g

ハサミで切り取ってお使いください。

地場産品を使った郷土料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
① �きゅうりは板ずりし、縦に3ヶ所皮をむき、薄めの乱切りにする。

② トマトは皮をむき、くし型に切る。

③ レタスは千切りにし、冷水に入れてパリッとさせる。

④ �すり鉢に豆腐、練りゴマ、しょうゆ、みりん、砂糖、塩を入れ、よ

く混ぜ合わせる。だし汁を少しずつ加えて、トロッとさせる。

⑤ �皿に④のソース半量を入れ、野菜をのせ、細かく切ったカニかまぼ

こを散らし、再びソースをかける。

★ポイント
　すり鉢を使うのは、なめらかになるように混ぜるためです。練りゴマをの

ばすように、泡だて器やブレンダーなどを使って混ぜるのも良いでしょう。

◎材料 （4 人分）

きゅうり ……………………… 1本

トマト ………………………… 1個

レタス ………………………… 100g

カニかまぼこ ………………… 30g

絹ごし豆腐 …………………… 80g

練りゴマ ……………………… 40g

しょう油 ……………………… 小さじ 1

みりん ………………………… 大さじ 1

砂糖 …………………………… 小さじ 1

塩 ………… 1g　だし汁 …… 適宜

８月は電気使用安全月間です
ｰ経済産業省 主唱ｰ

　電気は便利な反面、使い方を間違えると大変危険です。

　この機会に、家や職場の中をチェックしてみましょう。

　また、夏は水を使う機会が多い上に、汗をかきやすく

なるため、感電事故が多く発生しています。電気製品を

扱うときは、手を拭いてから取り扱うようにしましょう。

ぬれた手で触らないで 劣化したプラグなどは

すぐに修理しましょう

説明書を

よく読みましょう
ほこりが

溜まっていませんか

たこ足配線は

やめましょう

わからないときは

専門家に相談を

花だんの写真を送ってください

▶応募期間　8/19（月）～ 10/25（金）

▶審査対象　ご自宅の花だんやプランターなどの写真　（花のみを写したアップ写真は審査の対象外）

▶表　　彰　最優秀賞1名（商品券 3000円分）、優秀賞 2名 (商品券 2000円分）、

　　　　　　努力賞 4名（商品券 1000円分）

　　　　　　（受賞者には 11月中に通知し、町民文化祭で表彰する予定です）

▶応募規程　鶴田町内在住の方に限ります。（1人で何枚でも応募可能）

▶応募方法　応募したい写真（L版）か写真のデータを鶴田町公民館まで提出してください。

ｰ鶴田町花だんコンクール （個人部門） 参加者募集ｰ

■問い合わせ先 ： 鶴田町公民館　☎：0173-22-2818
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　夏が本気を出し始めている今、ぐんぐん伸びる枝管理に追わる日々です。

そんな中「忙中閑あり」ということで先日スポーツフェスティバルに「地域お

こし協力隊」チームで参加いたしました。

　高校卒業以来の「運動会」。密かに楽しみにしておりました。

　結果・・・すごく楽しい時間を過ごすことが出来ました。「パン取り競争」

や「借り人競争」など実は漫画でしか見たことがなかった競技が目白押しで

感動すら覚えました。大きな声で応援したりされたり。大笑いして競技に興

じました。運営方の皆様におかれましてはご苦労が多々あるかとは思います

が「ずっと続けてほしいイベント」です。大人だって走りたいのだ。

　町内での参加がかなわなかった方、任意の団体でも参加できます。

　この駄文が来年の参加者増の一助になることを願いつつ、再び畑作業に勤

しみます。

Vol.71（筆：葛西 忍）

▲スポーツフェティバルに参加した葛西さん

Facebook

　地域おこし協力隊の

活動内容は、各種 SNS

でも確認することがで

きます。
Instagram

　宮下知事が出向いて青森県民の声を聴く対話集会「＃

あおばな」が鶴田中学校で開催されました。

　中学校体育館で行われた集会には全校生徒 262人が参

加。代表者 4人が宮下知事に「地域交通」や「人口減少」

など青森県の課題について質問。代表者だけでなく全校

生徒たちで議題について意見交換を行っていました。

　集会の最後に宮下知事は「答えのわからない課題に直

面するかもしれないが、対話をすることで納得解を得ら

れるので皆さんには対話を大切にしてもらいたい」と話

していました。

中学生が知事と県の未来について対話
県民対話集会 「# あおばな in 鶴田中学校」

6

26
特産ぶどうの 「房作り」 作業を体験
鶴田中学校　スチューベン栽培体験学習

　子どもたちに日ごろの授業よりも気軽に楽しく英語

に触れてもらい、英語をより身近に感じてもらうイン

グリッシュデイが行われました。

　町国際交流会館で行われたイベントには、町内の小

学生約 40人が参加しました。今回は町内外の国際交

流員や外国語指導助手ら 5人が講師となり、ゲームの

ルールを紹介。子どもたちは普段の学校の授業で体験

できない英語を使ったゲームや外国人講師との交流を

通して、英語への興味や関心を高めていました。

遊びを通して子どもたちが英語に親しむ
イングリッシュデイ

　町の特産品であるスチューベンについて学ぶため、

鶴田中学校 1年生約 90人が町内 3箇所のぶどう園を

訪問しました。

　ぶどう園を訪れた生徒たちは生産者の指導を受けな

がら、ぶどうの房の大きさを整える「房作り」を体験。

生徒たちは適切なぶどうの大きさの目安となる、縦

12cm、横 5cmに切った紙をぶどうに当てながら、紙か

らはみ出す余分な実をハサミで切り取っていました。

また、生徒たちは生産者へスチューベンについて質問

し、スチューベンへの理解を深めていました。

6

29

7

11

ぶどう農家から「房作り」を教わる生徒たち

英語を使ったゲームを楽しむ子どもたち

宮下知事と対話する中学生たち
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交通事故のない安心安全な町に
令和 6 年度　鶴田町交通安全決起大会

広報に掲載したあなた（家族）の写真を差し上げます。希望する人は、町役場企画交流課計画係（☎0173-22-2111）へ連絡してください。

　交通ルールの遵守と交通マナーの向上を目指す町の

交通安全決起大会が、役場国際交流会館で開催されま

した。

　決起大会では、町交通安全対策協議会の会長である

相川町長が「交通事故のない安全安心な鶴田町を目指

していきましょう」とあいさつ。鶴田小学校 6年生の

増田心惺さんと小山内鳳凰さんが交通事故に遭わない

ための誓いの言葉を述べました。このほか、青森県警

察音楽隊による演奏とカラーガード隊の演技が行わ

れ、会場を盛り上げていました。誓いのことばを述べる小学生たち

今月のライス☆シェアメニュー
　町では、お米のさらなる消費

拡大・地産地消を図るため、お

米を使った料理の投稿を随時募

集しています。

詳細はこちらより

ご確認ください

▲

・ご飯 ……………… 400g
・牛切り落とし …… 200g
・塩こしょう ……… 少々
・にんにく ………… 2かけ
・油 ………………… 大さじ 1
・すき焼きのたれ … 大さじ 1
　（または醤油）

●トッピング （なくても OK）
・にんじん ………… 少量
・ピーマン ………… 少量

材料

❶ �にんじん、ピーマンを炒めておく。

❷ �にんにくは薄切りにし、牛肉に塩こしょうを

する。

❸ �フライパンに油をひき、②のにんにくを弱火

で炒める。きつね色になったら取り出す。

❹ �同じフライパンで牛肉を炒め、肉の色が変わ

ったらご飯とすき焼きのたれを入れて炒める。

❺ �器に盛りつけ、トッピングで飾ったら完成。

ガーリックライスガーリックライス
(sihumiさん投稿 )(sihumiさん投稿 )

作り方

にんにくで

スタミナをつけて、

夏の暑さに打ち勝とう！

　五所川原地区交通安全協会梅沢支部と梅沢保育所の

子どもたちが、町内の横萢ふれあいセンター前で交通

安全街頭啓発活動を行いました。

　活動は鶴田交番の警察官立ち会いのもと行われ、子

どもたちが自動車のドライバーに「安全運転でお願い

します」と声がけをし、反射材や交通安全のお守りな

どを手渡していました。手渡した反射材などには「安

全運転」と子どもたちが書いた手紙も添えられていま

した。

子どもたちが安全運転呼びかける
梅沢保育所　交通安全街頭啓発

7

24

ドライバーに安全運転をお願いする子ども

フッドリバーでの思い出語る
フッドリバー市民と親しくする会　総会 ・ 懇親会

7

2

　「フッドリバー市民と親しくする会」総会・懇

親会が行われ、今年 3月にフッドリバー市を訪問

した中学生たちが訪問時の体験談を語りました。

子どもたちの学校生活で役立てほしい
鶴田ロータリークラブ傘立ての寄贈

6

28

　鶴田ロータリークラブが鶴田中学校へ、傘立

て 10台を寄贈いたしました。寄贈された傘立

ては生徒玄関で使用されます。
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訓練放送訓練放送
お知らせお知らせ

　防災行政無線や登録制メール（つるりんほっと

メール）を使用して、Jアラートの訓練放送を行い

ます。予めご了承ください。

問 ： 総務課 行政係　☎ ： 22-2111 （内線271）

８月２８日水　

11：00ごろ （予定）


